
2 月

30 １組　１限　２組　２限

日程 授業形態 小テスト・定期試験

1 １回目 演習

2 ２回目 演習

3 ３回目 演習

4 ４回目 演習

5 ５回目 演習 2年後の自分へ手紙を書く　ヘアメイク事務所を調べる　TGC現場への参加について 小テスト10点

6 ６回目 演習 小テスト10点（プレゼン実施につき）

7 ７回目 演習 中間試験20点

8 ８回目 演習

9 ９回目 演習

10 １０回目 演習 小テスト10点

11 １１回目 演習

12 １２回目 演習

13 １３回目 演習

14 １４回目 演習 期末試験５０点

15 １５回目 演習

2024年度　科目別　授業計画（シラバス）

科目名 プロフェッショナルへの道Ⅰ
必修
選択

必修 年次 1 開講区分 前期

ヘアメイクアップアーティストとしての知識やマナー・就職活動への取り組み・自己分析を行う。

コース ヘアメイク科
授業
形態

演習
単位
時間

曜日・時限

教員 加藤　真也/渡邉　美弓

　【到達目標】
美容・ヘアメイク現場で必要とされるマインドを身に付け、自分で考え動けるようになる。

　【授業の学習内容】　

敬語・時間管理を学ぶ　復習　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

　【教員実務経験】

授業計画・内容

クラスの目標決め（グループワーク）　ヘアメイク科として守ってほしいこと　科目当番担当
決め

ヘアメイクへの夢を叶えるために　BEルール　学則

ヘアメイク業界の仕組みを知る　ヘアメイク事務所を調べる

現場実習とは　現場マナー・メールマナー

業界を知る　事務所探し（グループワーク）　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

中間テスト　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

自己分析1　現在までを振り返り、自分を知る　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

敬語・時間管理を学ぶ　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

美容・社会人現場で5年以上実務経験のある教員が必要な社会人基礎力を身につけるために授業を行う。
多様化したヘアメイク現場に適した技術力を身につけ、目標を持って日々の学生生活を過ごして欲しい。
そのために個人目標、クラス目標を意識して自主的に授業に挑んで欲しい

筆記用具・スケジュール帳・前回の授業で指定されている資料

自己分析2　他己紹介　毎週プレゼン（自分を発信する/他者を知る）

地域に貢献する　地域貢献プログラムを通して、他者へのおもてなしを学ぶ

地域貢献プログラム準備

1-13回までの授業から出題

期末試験フィードバック・成績評価　地域貢献プログラム準備

準備学習
時間外学習

準　　　　　備：
時間外学習：授業のノート整理、項目の復習、過去問題の練習

評価方法

●習熟度　 　：　１００点（到達目標に対する成長具合や習熟度。小テスト30点、中間テスト20点、期末テスト50点）
♢出席：出席率70％以上(下回る場合は単位認定は無し、E評価となる)
♢合否：60点以上で合格(A：100～90　B：89～80　C：79～70　D：69～60)
 否(E：評価資格喪失　F：59～0)
実習や習熟度が測れないものはS・U評価

受講生への
メッセージ

ヘアメイクとしての進路でとても大事な授業となるので、欠席の無い様に取り組んでください。

　【使用教科書・教材・参考書】　 


